
 

 

 

 

 

 

 

  11月11日、六本木ヒルズ

にて『第 11 回 マニフェスト

大賞・授賞式』が開催されまし

た。今年も全国から 2514 件

の様々な政策提言やマニフェ

ストの取り組みの応募があり、

10月5日にはマニフェスト賞

議会部門は５件の優秀賞に絞

られました。この日は最優秀賞

が塚本壽雄早稲田大学公共経

営大学院教授から発表されて、

黒川まさるさんが見事最優秀

賞を受賞しました。 

 マニフェスト大賞のフェイ

スブックページの記事を以下

に転載します。 

 

【マニフェスト大賞６】優秀マ

ニフェスト賞の議会部門は「黒

川勝（くろかわ・まさる）横浜

市会議員」が最優秀賞に選出さ

れました。議会部門で個人が受

賞するのは初めて。選挙にあた

ってアンケートで区民ニーズ

をつかみ、それを元に地域別を

含むマニフェストを作成。判り

やすく成果・課題・将来像を公

開しています。 

黒川市議は、「私が受賞してい

いのかなと思いますが…。私は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つひとつ、初めての選挙から

やるべきことを市民に伝え、活

動してきました。表彰いただけ

るのは、会派での活動も評価い

ただいた結果だと思います。ま

た、同じ志の全国の仲間から刺

激を受けて、マニフェストは作

成できたのだと思います。これ

からも引き続き頑張ります。」

と意気込みを語りました。 

塚本壽雄審査委員は「この賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は政策本位の選挙と、議会運営

が本旨。いま有権者のみなさん

に政治への関心を掻き立てさ

れることを求められているが、

選挙ごとのマニフェストのブ

ラッシュアップやパネル作戦

など、活動が評価された。横浜

市の議会改革の中心人物であ

る黒川議員の先進的な活動に

今後も期待したい」と講評を述

べました。（青） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


